第39回　施設処遇検討会議　議事録

H20.1.14　13:30～15:30

青山荘交流室

　　　　　　　　　出席者：長谷部A.O.M清水S.G.M・秋山S.G.M・山田・原・山口・三浦・佐々木・小松・馬渡

（欠席者：千葉C.E.O・小坂）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 記　録：馬渡

議題

１：小野寺　ノリ　様　（青風荘入所者様）の処遇について

２：松澤　智則　様　（青明舎登録者様）の処遇について

３：本田　英之　様　（青山荘入所者様）の処遇について

１：小野寺　ノリ　様　（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症

合併症：高脂血症

　＜問題点＞

　　　①健忘が著明となってきている。（月日・場所が分からなくなる。日課等が行えない）

　　　　　　　介入方法→・主治医へ定期的に現状を報告する。（指示あれば心理検査やMRI実施。）

・本人とカレンダ－を作成して毎日、日付を確認しあう。本人の好きな活動を提供し（手芸等）一緒に行う等、余暇の趣味活動を拡大していく。

・名前を付け置き場所を定着させ、本人と確認する。

・方向が分からなくなっている事から移動時や本人の行動に十分配慮する。（デイナイトへも依頼。）

・事前に日課の確認をし、手順を説明しながら自分で行える事は行って頂き、できない場合は、スタッフが介入し一緒に行う。

・その都度、声掛して今何をしているか、何をしなければならないか本人が分かるように説明する。

　　　②高齢による身体機能の低下がみられ体重増加の恐れがある。

　　　　　　　介入方法→・健康プログラムでの、体重測定をする事で自分の体重に意識を持って頂く。

・プログラム時や朝の体操をしたり、散歩を兼ねて買い物へ誘ったり、手芸で手指を使うなど楽しみながら身体能力の低下を防ぎ、体重増加を防止する。

　　　③保清面（健忘が著明である事から歯磨き、入浴準備、自室掃除が出来ない）

　　　　　　　　　介入方法→・毎食後、歯磨きの声掛け、見守りを行う。

・入浴時は、着替えの準備の声掛けをし、出来ていな　　　い場合にはスタッフと一緒に行う。その際に、衣類の確認をし汚ている場合は、洗濯を促す。

・洗濯、自室の掃除に関しては、定期的に声掛けし、スタッフと一緒に行う。

＜評価＞

問題点は前回からの継続である。本人に変化があった場合はその都度、主治医へ状況を報告すること、また本人が行なう日課を確認し、本人のできることは行なってもらい、できない面に関してはスタッフが一緒に行ない、本人の出来ることを維持できるようにする。保清面に関しては、定期的に声を掛け本人が忘れている場合には、その都度声掛けを行ない、本人と一緒に行なっていく。現在の本人の状態を低下させずに現状維持していく支援が必要である。

２：松澤　智則　様　（青明舎登録者様）の処遇について

　　病名：統合失調症

　＜問題点＞

　　　①継続して訓練を行なう。

介入方法→・仕事を覚えていく中で自信をつける。最終的には週5日通えるように体力をつける。

・現在、月・火・木の3日間作業を行なっているが1週間に1度は訪問し作業状況の確認を行なう。

・定期的に本人と関係機関（事業所・保健所・ベルエポック・青明舎）で面談を行ない振り返りを行なう。

（振り返りは月に一度行なう）

・社会適応訓練を申請予定。（事業所登録済み）

・八戸保健所、事業所へ連絡し社会適応訓練の申し込みを行なう。（ベルエポック・家族母親へ連絡）

場所・日時の設定→面接を含めた調査（訓練時間や内容等）で利用決定。（利用決定まで約1ヶ月程度かかる）

必要書類：社会適応訓練申込書、主治医意見書

・申請することにより、事業所へ支払われる委託費の一部又は全部を訓練者へ還元して頂くようにお願いをし、仕事の大変さ・働いてお金を貰える喜びを実感させ、本人のモチベーションを上げる。作業意欲・訓練効果の向上に繋がる

　　　②生活リズムを整える。

　　　　　　　　介入方法→・外来日の前日や日中に寝ている為、睡眠時間が不規則になることがある。朝7時起床22時就寝といったある程度の時間を設定する。

・食事も不規則になりがちなので（朝食を抜く、夕食のみ摂取等）1日3食食べるという週間化する。

・家族の方へも仕事をする上での必要性を説明し、睡眠状況や食事について声掛けをして頂く。

・本人の異変が生じた場合はベルエポックへ連絡し情報提供する。

＜評価＞

　就労に関して去年の12月から職場訓練が週2回から3回となり、作業時間も増えている。自己評価が高くなってしまう方なので、目標を設定し短期間での評価を行なっていく必要がある。この先雇用となり賃金が発生すると今の作業の他にも出来ることを増やしていく事、また作業内容を限定して行ない徐々にステップアップしていき、本人の自信へ繋げる。今後は社会適応訓練を利用して就労に繋げていく、そこで事業所側の障害者に対する理解はどうなのか、また本人の家族関係はどうなのか、信頼して話せる相手がいるのかを探る必要がある。本人は相手に依存してしまうこともある為、ある程度の距離を保ちながら支援を行なっていく必要がある。

３：本田　英之　様　（青山荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　

　＜問題点＞

　　　①就労訓練前段階の取り組み（生活リズムの確立・維持、日中活動内容・場所）

介入方法→・本人の受け入れ易いように就労の場合に置き換えながら現在の1日の生活スケジュールを立て、生活リズム安定の必要性と現在の問題点・改善方法について細分化して検討する。

・定期的に面談を行い評価する。本人が目に見える評価を求めることもあり、評価内容や指導内容、取組み状況が分かるよう書式を利用し、ファイルに保管しながら振り返りを行う。

・睡眠状況が日によって不安定であり、日中活動へ支障が出ることからも充分な睡眠の確保を促す。また睡眠環境についてもその都度確認し、悪い環境（布団を敷かずに寝る・部屋が汚い）での睡眠を改善する。

・消灯後に他入所者と自室で過ごすことや、喫煙室に長居し睡眠不安定の原因となっていることからも互いに悪影響となっていることを説明し、断り方・意思表示など場合により個別にSSTを行う。

【②日中活動内容・場所】

・友人との憩いの場、運動の場として本人がデイケア利用を希望していることに加え、対人関係技術の獲得、集団行動、ストレスへの耐性強化など現在の課題への取り組みとしてもデイケア通所が必要であることを就労に関連付けて納得いくよう説明し、継続して利用を促す。

・本人の活動状況を見ながら就労訓練内容を検討し、面談を通して少しずつ疾病に対する理解や障害受容への働きかけも行う。

・奉仕活動（玄関先の雪かきや個別の荘内清掃）やうみねこ幸房見学・体験利用、青明舎の活用を通して働く事への現実検討の場を提供し、意識改革を図る。【①生活リズムの確立・維持】

②家族関係の調整

　　　　　　　　介入方法→・本人の能力や生活状況について現状把握できていないこともあるため、外出泊時の送迎の機会を利用して定期的に面談を行う。能力や生活状況においての課題や支援内容についても説明し、家族の理解を得る。

・重要な事柄（社会資源の利用や手続き等について）は必ず父も交えた家族面談を通して念入りに説明を行い、家族（父・母）・本人三者の同意を得た上で決定する。
評価

　１月9日に実施した家族面談において、自立支援医療更新について、本人、母、父の考えや意見がまとまらず結論が出ていない。母親と本人だけではなく重要な事柄は必ず父親も交えて念入りな説明を行なっていくことが必要である。また、就労に関しては、生活の上に就労が成り立っている事を本人へ理解してもらう事、その為本人へは、生活と就労を関連づけて考えてもらうことが必要である。

